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仁科　聡史

僕は、毎日朝食の時に必ず果物を食べます。りんごやなし、キウイフルーツなどです。その中でも特に柿が好きです。色が鮮やかで甘いからです。サクサクとした歯ごたえのあるところも好きです。僕は、柿について調べてみました。

柿は奈良時代に中国から伝わりました。最初は渋柿だけでしたが、突然変異で甘柿が生まれました。柿の種類は千を越え、甘柿と渋柿に大別されます。甘柿には、富有や次郎などの種類があります。渋柿は、実が熟しても渋が残りますが、渋をぬくことで甘くなり食べることが出来ます。平核無、筆柿などです。市田柿などは干し柿にして食べられることが多いです。皮をむいて、寒いところで風にさらすと、自然に渋がぬけます。干し柿は、平安時代にも作られていたそうです。

柿が赤くなると医者が青くなる。このようなことわざがあるほど、柿には栄養が沢山あります。人間には一日百ミリグラムのビタミンＣが必要とされていますが、柿一個に二百ミリグラムものビタミンＣが含まれています。他にも、カリウムやビタミンＡなどの栄養が含まれています。風邪の予防や、美肌効果が期待できるそうです。

町を散歩すると柿の木をよく見かけます。ヒヨドリが柿をついばんでいる光景を見ると、秋だなあと感じます。柿は、古くから俳句や狂言で表現されていて、とても日本人になじんでいる果物だと思いました。調べてみると、興味深い歴史や沢山の栄養もあることがわかり、ますます好きになりました。これからも、柿のことを調べ、柿をおいしく食べていきたいです。
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